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研究成果の概要（和文）：　本研究期間は、第1ステップ「子ども・若者支援とその専門職養成・研修の枠組み
の整理」段階として位置づけ、実施組織として子ども・若者支援専門職養成研究所を設置し、協力4団体（さっ
ぽろ青少年女性活動協会、よこはまユース、京都市ユースサービス協会、こうべユースネット）との議論に基づ
き、主に下記の検討・分析ならびに作成作業を行った。
(1)子ども・若者支援に関わる現状・課題分析のとりまとめ（“第三の領域”、自立のあり方、社会教育的支援
など）。
(2)養成・研修システムの枠組み・構想のとりまとめ（システム構築と研修ハンドブック作成検討など）。

研究成果の概要（英文）：we placed the period of this research as the stage of "the construction of 
the framework for the child and youth services and for the training of its professionals", organized
 "the Institute for Professional Training for Support and Care of Children and Young People" as the 
research organization and developed the research and analysis as follows: 
(1) the analysis of situations and tasks regarding the child and youth services, and the 
problem-proposal ("the third field", the concept of independence of children and young people, 
social pedagogical support etc.),
(2) the setting of the framework and conceptions of the system for the pre- and in-service training 
(construction of the system, editing of work materials or workbooks for the pre- and in-service 
training etc.)

研究分野： 社会教育、人権教育

キーワード： 子ども・若者支援　社会教育　専門職養成　自立支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 日本では、欧米諸国と同様に、子ども・若
者の家庭から学校、社会への移行が問題にな
っている。すなわち、学校中退者、不登校、
無業青年、失業青年、パート・契約社員など
の短期・不安定労働者などの存在がその問題
の現象である。この問題の解決には、教育だ
けでなく、職業紹介、福祉、医療などの行政
が協同して、総合的に取り組まなければなら
ないという認識が、日本で急速に高まってい
る。それは、子ども・若者育成支援推進法
(2010 年)の公布に示されている。 

 これまで、研究代表者・分担者は、科研費
補助金による研究を通じて、日独社会教育学
における青少年自立援助システムの比較研
究、ドイツの児童・青年援助ならびにイギリ
スのユースワークの研究、また近年のシティ
ズンシップ教育への志向性についても追究
してきた（生田・大串・吉岡(2011)『青少年育成・

援助と教育』有信堂）。これらの実績によって、
子ども・若者支援を検討する視点として下記
の独自の視点が指摘できる。 

 第一に、自立には身体的自立を基礎としな
がら 4 つの側面があり(参照：柴野昌山(2009)

『青少年・若者の自立支援』世界思想社；上子武

次(1982)「親は子どもの自立を育てているか」『児

童心理』36)、それぞれ学習の柱（ユネスコ(1997)

『学習…秘められた宝』ぎょうせい）と関連して
いる。この点は、経済的、社会的、文化的、
政治的側面からの多元的な関与により「社会
から排除されている人々を再び社会に取り
込む」社会的包摂（social inclusion）アプロ
ーチ（樋口明彦(2004)「現代社会における社会的

排除のメカニズム—積極的労働市場政策の内在的

ジレンマをめぐって」『社会学評論』217）や「教
育や職業の機会などを通じて社会の一構成
員としてシステムへの編入を図るとともに、
生活の場や学習の機会を通じて得られる相
互理解・交流の促進による共同体意識の形成
の過程」である社会的統合（生田(1998)『統合

ドイツの異文化間ユースワーク』大空社）とも重
なる。 

 第二に、子ども・若者支援の新しい傾向・
視点は、「責任主体の形成」である。つまり、
「子ども・若者を社会を構成する重要な“主
体”として尊重」、「“今”を生きる子ども・
若者を支えるとともに、“将来”をよりよく
生きるための成長も支援」することである。
この方向性で、国は、子ども・若者育成支援
推進本部設置（内閣府）、子ども・若者育成
支援推進法策定、「子ども・若者ビジョン」
決定、ユースアドバイザー養成プログラム作
成などを行っている。 

 第三に、「権利保障」である。子ども・若
者支援の概念整理の際に、子どもの権利の拡
充や子どもの参画の取り組み、ワーク・ライ
フ・バランスとの関連での社会的権利の拡充
の検討が重要となる（ロジャー・ハート(2000)

『子どもの参画』萌文社）。この点は、政治的自
立とも深く関わっている。 

 以上の 3 つの視点は、人格形成および自立
に向けた一つの方向性であるシティズンシ
ップ教育が、「学習者が、“積極的”で、“知
識”があり、“責任”ある市民(active, informed 

and responsible citizens)」の形成を目的とし
ている点と通じている。こうした背景を踏ま
えながら、研究を推進してきた。 

 

２．研究の目的 

 子ども・若者支援専門職に資する枠組みの
構築として、子どもの貧困・若者の就業・コ
ミュニティにおける居場所づくりなどにむ
けて、支援者のコンピテンシー（資質能力基
準）の検討とカリキュラム編成をめざしてい
る。子ども・若者支援に関連する政策動向な
らびに実践動向をふまえ、社会教育的な観点
から専門職の養成を追究しようとするもの
である。主な目的は、以下の通りである。 

① 子ども・若者の自立支援（子ども・若者
支援）という教育・福祉的課題の現状と取り
組みの整理 

② その課題に対応する子ども・若者支援専
門職の概念と構造の検討 

③ それらの整理・検討に基づく専門職養成
の在り方の提案 

 

３．研究の方法 

 子ども・若者支援に関わる現状・課題分析
の領域、ならびに専門職養成に向けたカリキ
ュラム編成・構築の領域の２領域から検討を
行う。 
Ⅰ．現状・課題分析領域の検討課題 
（I-1）不登校・引きこもり問題などを含む
「自立の 4側面」に即した問題状況の分析 
（I-2）自立を支援する多様な支援システ
ム・取り組みの状況分析 
Ⅱ．専門職養成に向けたカリキュラム編成・
構築領域の検討課題 
（II-1）日本における子ども・若者支援専門
職の養成課程ならびに業務の分析 
（II-2）ドイツ・イギリスなどヨーロッパに
おける子ども・若者支援専門職の養成課程な
らびに業務の分析 
 以上の２領域・４検討課題から研究目的に
迫っていく。 
 
４．研究成果 
 到達点の概要は以下の通りである。 
(1) 子ども・若者支援専門職の基本理念─
“第三の領域”の視点から─ 

 
社会（参画） 

↑ 
 

関係

構築 
← 

政治的側面 

意見表明・役割獲得 
経済的側面 

能力開発・キャリア 
→ 
自己

形成 社会的側面 

社会性・ネットワーク 
文化的側面 

関心・アイデンティティ 

 
（コミュニケーション基礎） （生活習慣の基礎） 

 
発達的側面（身体・セクシャリティなど） 

 ↓ 

個人（帰属感） 

 

	
○政治的側面……意見表明・役割獲得（参画：関わる・担う） 

○経済的側面……能力開発（キャリアの基礎：知る・できる） 

○社会的側面……社会性形成（相互理解：交わる・分かりあう） 
○文化的側面……アイデンティティ（ID）模索（居場所：気づき・興味） 

→プロジェクトなどの企画・運営 

→学習、職場体験、就労支援など 

→様々な出会い・活動 
→居場所、文化・スポーツ 

○発達的側面（身体・セクシャリティなど） 
・衣食住など人間的な生活を送る上で必要となる生活習慣の基盤を形成する段階 

 

青少年育成的支援 

青少年福祉的支援 

 

表 1  子ども・若者の「自立の５側面」と支援の枠組み 



 ①実態把握・課題としての若者支援の場の
多様性、②自立概念の問い直し、③子ども・
若者支援専門職の専門性、④他領域・海外の
実践の視点から整理を行い、「自立の５側面」
の構造、ならびに「自立」への支援の枠組み
を整理した（表 1）。 
 さらに、居場所とアニマシオン研究にも着
目しつつ、「（試案）“第三の領域”としての
子ども・若者支援の枠組み」(図１)を提起し
た。 
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-芸術的・文化創造的活動       -不登校・ニート・ひきこもり支援 

-スポーツ、リクリエーション活動       -障害のある子ども・若者の支援 

-野外活動・環境学習活動       -非行・犯罪に陥った子ども・若者支援 

-国際交流・多文化共生・人権的活動    -貧困への支援 

-キャリア教育的活動        -困難を有する子ども・若者の居場所 

-地域連携・ボランティア活動       -外国人等特に配慮が必要な子ども・若者 

-居場所づくり・相談活動 など        の支援 など 
 

  ユースワーク   ユースソーシャルワーク 

 

（ユニバーサル・サービス） 

“第三の領域”としての子ども・若者支援 

 

図 1 “第三の領域”としての子ども・若者支援の枠組み 

 
 (2) 子ども・若者支援専門職・資格の現状
と課題─関連分野のシステム・内容の調査か
ら─ 
 これまでの社会教育・青少年教育関係専門
職全般が、「教職が基礎資格とされてきたた
め社会教育専門職としての資格は未成熟の
まま、経験や資質は問われるがそれが専門性
や資格化に発展するに至らず」という状況に
終わっており、養成の中身も、団体活動への
指導・助言に重きを置いた指導者・リーダー
養成が中心（上野景三「社会教育・青少年教育関

係専門職をめぐる歴史的経緯と課題」2014年 6月

集会プロジェクト発表資料）となっている。 
 しかし、「現場が獲得したい力、既存の養
成・研修が伸ばそうとする力」については、
下記の点で共通部分が多い。 
①関わる力、そのための自己理解や子ども・
若者理解 
②取り組んでいる職務・分野の必要性・社会
的意義を理解・整理し、伝える力 
③つながりを生み出し、必要な環境を創り上
げる力 
④将来展望を描ける力 
 また、「現場が求める専門性」についても、
下記の通りである。 
①学際的な視野を備えた専門性 
②集合的専門性  
③獲得のプロセスが能力向上につながる専
門性 
④社会的信用の担保、社会的地位の向上につ
ながる専門性 
 以上の点を踏まえて、養成・研修システム
のあり方ならびに研修ハンドブックの作成
などの検討を展開した。 
 
(3)子ども・若者支援専門職の専門性と研修
カリキュラム試論―若者施設職員における
養成・研修システム― 
 養成・研修システムのあり方は、ワーカー

同士が省察・探求・確認を往復していくスタ
イルであり、年間業務サイクルに位置づけら
れた仕組みを検討している。育成されるべき
ワーカーの「専門的能力」は、個人的な生活
経験を基盤としつつ、4 つの要素「スキル」
「センス」「マインド」「ナレッジ」 （図２）
から構成され、どれかに偏ることなく、継続
的に学び、習得するために養成・研修が必要
である。専門的能力はまた、組織内外のワー
カーチーム・協同実践者との社会的つながり
の中のワークを通じて省察され、専門職とし
て学ばれるものと考える。 

基盤となる生活経験や社会的経験

センス＝感受性
「状況の要請に対する

必要な感受性」

ナレッジ＝知識
「社会制度や資源、若者に

関わる問題についての知識」

マインド＝信念・価値観
“専門家らしく”考えること

スキル＝技能
「課題に向かうための技能」

個人・グループ・システムに働きかける

個人的能力としての側面

「集合的」な能力
組織内外のワーカーチーム・協同実践者との

社会的つながりの中のワーク

専門スタッフとしての仕事を通して学ばれる！

省察のサイクル

省察のサイクル

 
 図２：ワーカーの専門的能力―個人的能力としての

側面と協同実践者としての側面から 

 
 若者と関わる職員・スタッフが育つ仕組み
（戦略）の提案は、以下の通りである。 
①研修・養成のシステム化へ 
②システムやツールを有効に活用し、スタッ
フを育てる人を「業界」で養成 
③同地域で活動する、共通基礎講座の実施 
④共通で使えるツールとしてのハンドブッ
ク（ワークブック）の作成（活用） 
⑤アカデミックベースとしての「若者学」研
究の組織化 
⑥子ども・若者の成長支援に関わる個人・団
体・機関による「業界」を形成する 
 養成・研修の共通ツールの一つとして、ハ
ンドブックの作成・活用を提案している。こ
れは、若者支援の共通言語をもつ材料となり、
業務の価値を表現でき、固有のノウハウ（実
践知）を共有・継続でき、答えの提示ではな
く仕事への問い（多様な見方）を誘発する媒
体となると期待される。また、スタッフが育
つ仕組みとして、アカデミックベースとして
の「若者学」研究の組織化や、子ども・若者
支援に関わる個人・団体・機関による「業界」
形成も必要である。 
 
(4) “第三の領域”の専門性に関わって大切
にすべき価値と「社会教育的支援」 
 支援従事者の専門性に関わって、“第三の
領域”の子ども・若者支援に関わる団体・ワ
ーカーは、学校に代表される「評価と監視の
まなざし」とは異なる、子ども・若者の主体
性を育む価値や考え方を持っていること、そ
して「子どもが主役になれる、多様な関係性
を織りなす環境づくり」の中で「子どもが主
役になれるように言葉を拾う、聞く、行動を
合わせていくような取り組み」が重要となる



（参照：2013 年 12 月 7 日集中学習検討会：村井

琢哉氏報告）。 
 このように、「マインド」において、若者
一人ひとりの存在と可能性を大切にするこ
とは、就労に還元されない「居場所」となる
コミュニティの創造、福祉や教育の枠組みと
も相互に関連する文化領域での自由空間の
創出やアニマシオン（生命・精神の躍動）の
創造（表２）などを含む。その中で、子ども・
若者が生き生きと主役になれる「何もしない
専門性」などの観点が大切になる。 

表２ アニマシオンと教育・福祉 

教

育 

労働と市民生活にむけて子どもの能

力・技術・学力をていねいに育ててい

く。素質・可能性を豊かに発達させて

いく。 

エデュカ

シオン 

文

化 

子どもたち一人ひとりが, ありのま

までその魂（精神）を自由にのびやか

に輝かせながら, 生き生きした生活

を築きあげていく姿を, 大人も子ど

もたちといっしょに楽しんでいく。 

アニマシ

オン 

福

祉 

子どもの命・身体・心をやさしく守る。

愛護・保護しつつ育成する。 

プロテク

シオン 

 以上の整理の通り、日本において、家庭や
学校の持つ関係性だけではなく、アニマシオ
ン的な発想を踏まえ、自発的で多元的な関係
性であり場である“第三の領域”を豊かに構
想する必要がある。そして、子ども・若者支
援を検討する際には、子ども・若者の成長を
「自立の５側面」を踏まえて支援すること、
支援の三層構造とそれに連動する「社会教育
的支援」（表 3）が重要となる。  
表３ 子ども・若者への「社会教育的支援」の視点（仮説） 

支援

の視

点 

・自発性、すなわち思い・関心・願いを踏まえる 

(個の存在の重視) 

・自主的・主体的な活動を活性化する 

(個の可能性の重視) 

・個人的および社会的成長を支援する 

(個と集団の成長の重視) 

支援

の三

層構

造 

・自分づくり…個々に関わる活動 

・仲間づくり…グループに働きかける活動 

・地域づくり…社会システムやコミュニティとの

関係を紡ぎ直す活動 

 特に「社会教育的支援」の担い手に必要な
能力として、第一に若者に寄り添う共感能力
と柔軟性、第二に若者と一緒にいて、寄り添
って支援する基本的な能力（若者支援の基本
的な知識とスキル）、第三に専門分野に関わ
る能力、という指摘がある（2014 年 10 月 16

日、日独ユースワーク専門家会議）。第一はマイ
ンド、センス的な側面であり、第二はナレッ
ジ、スキル的な側面といえる。 
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